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１．はじめに 

近年，情報化社会が進み，インターネットを用いた e-

Learning が行われている．e-Learning では，パソコンや

ネットワークを用いて学習を行うことにより，教室で学

習を行う場合に比べ，遠隔地でも学習を行うことが可能

である． 

 e-Learning には様々な学習方式があるが，映像を使っ

た学習方式が注目されている．東北大学大学院では

Internet School of Tohoku University を開設し，双方

向遠隔学習を行っている．これは特別なソフトウェアを

必要とせず，手続きを行えば Web 上で学習できる，高い

操作性を実現している[1]． 

本大学においても２００６年度前期より，e-campus が

始まった．これは他キャンパスで行われている授業でも

映像を見て受講することができる同期型学習である．メ

リットとして，インタラクティブ性のある講義が行える．   

講師は事前に用意した教材と，1 回の講義で使用する

コマンドをまとめたコマンド Procedure をデータベース

に登録し，学習者はその教材ファイルを事前にダウンロ

ードする．Ｒ編集ＳＷは，学習中に生徒の進捗度に応じ，

講師によってコマンド送信され，画面に表示するページ

を指定することができる． 

そこで本研究では，映像を用いて遠隔協調学習を行い，

講師は学習者の反応を見ながら適切な教材を提供する方

法を検討し，評価する． 

 

２．研究内容 

２．１ 遠隔協調学習方式 

 本研究では学習者が遠隔地で学習することを想定して

いる．なんらかの事情により，学校に通えない生徒でも

パソコンを用いて協調学習を行うことができる．まず学

習者数名でグループを作る．そして１つのテーマに対し，

チャット等を用いて議論を行う．また，発表等を行うこ

とにより，評価を行うことができる． 

協調学習を行うことにより，自宅にいながら学校で学

習を行っている感覚になることができ，学習に集中でき

る．また，多人数で考えるため，学習者が思いつかなか

ったことなどが出てくることもある．映像と組み合わせ

てチャットを利用することにより，相手が分かり，効率

良く学習できると考える． 

２．２ 教材提供方法 

 そこで本研究では，リアルタイム教材編集ソフトウェ

ア（以後，Ｒ編集ＳＷと略す．）を用いる．Ｒ編集ＳＷ

は学習者の理解度に応じて教材データをリアルタイムに

編集することができる．リアルタイム教材編集方式を図

２に示す． 
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図１ リアルタイム教材編集方式 

 

また，学習者の反応を見て分かっていないようであれば，

そのページに対して更に詳しく説明をする子ファイルを

追加，表示することができ，映像学習と組み合わせるこ

とにより，効果的な学習が期待できる[2]． 

図２にＲ編集ＳＷを用いた学習の流れを示す． 

 まず，同じチーム内の学習者はちゃるかんを用いて映

像，音声のやり取りを行い，学習する．このとき講師は

参加せず，学習している様子を観察し，学習者が理解し

ているか判断を行う．もし問題がないならばそのまま進

めていく．しかし理解状況が思わしくないと判断したと

き，Ｒ編集ＳＷを用いてコマンドを送信し，学習者のパ

ソコン画面に詳しい説明が記載されている子ファイルを

表示する．そして終了時間でないならば，再び学習を行

う． 
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   図２ Ｒ編集ＳＷを用いた学習フロー図 

 

２．３ チャットと映像を組み合わせた学習方式 

本研究で行う映像を用いた学習方式について説明する．

グループ学習を行なう際，メンバーはチャットを用いて

議論を行なう．チャットを用いることによりメンバーが

遠隔地にいても学習を行うことができる．映像を用いる

ことで相手の表情や音声が伝達できるため，学習の幅が

広がり，学習効果も高くなる． 
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３．実践と評価 

３．１ 実践内容 

 本研究を本大学２００６年度後期に配当されているＳ

ＴゼミⅡＢにて実践し，評価を行った．表１に実践内容

を示す． 

表１ ＳＴゼミⅡＢ実践内容 

実施回 内容 

① 必要ソフトウェアインストール作業 

② チーム分け，テーマ学習，協調学習 

③ 協調学習 

④ 発表，中間アンケート，Ｒ編集ＳＷを用い

た講義 

⑤ 協調学習，映像を用いた質疑応答 

⑥ 協調学習，発表，アンケート 

  

学習者は９人おり，２チームに編成する．そしてそれぞ

れのチームに対してテーマを与え議論，発表を行なった．

比較のため，前半後半と学習方法を区別した．表２に区

別した点を示す． 

表２ 学習方法 

比較方法 前半 後半 

議論方法 チャット 

（学習者のみ） 

チャット 

（講師も参加）

教材提供方法 PowerPoint Ｒ編集ＳＷ 

発表方法 対面発表 映像発表 

 

それぞれのチームは別の場所に集まり議論を行なう．

図３に教室の配置図を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 配置図 

発表時はスクリーンに相手の映像が流れる．また，Ｖ

ＮＣサーバを用いることで相手が操作する wiki の画面を

見ながら発表を聞くことができる． 

３．２ 評価 

評価は中間と最終回に学生にアンケートを取り，比較

を行った．比較項目は表２に示した点であり，映像を組

み合わせたことによる効果や利点，欠点を評価，検討を

行った． 

 比較したアンケート項目を以下に示す．  
① 積極的に議論を行なうことができましたか？ 

② 遠隔地を想定した場合，今回行なった映像を用いたチ

ーム同士の議論方法は有効ですか？ 

 

 

 評価は１～６の６段階評価で行った． 

まず項目①について検討を行う．表３に平均値，標準

偏差，モード値を示す． 

表３ アンケート項目①評価結果 

項目番号 平均値 標準偏差 モード値

前半 3.60 0.89 3 ①

後半 4.00 1.10 4 

結果を見ると後半はチャットに講師も参加したことで

議論が進み，積極的に議論できたことがわかる．学習者

だけで議論を行なう場合，「なかなか話しだせない」と

いう意見が大半を占めていたが，後半では「議論が進展

した」「内容の濃い議論ができた」等の意見が多く，議

論が活発になり，学習効果も高い結果を得ることができ

た．しかし実験を行なった際，講師を明確にしなかった

ため「講師がだれか分かりにくい」という意見もあった．

これはチャットにログインする際，名前を講師名にする

ことで改善できる． 

次に項目②について検討を行なう．表４に平均値，標

準偏差，モード値を示す． 

表４ アンケート項目②評価結果 

項目番号 平均値 標準偏差 モード値

② 3.83 0.98 3 

結果を見ると改善の余地があることが分かった．しか

し「相手の顔が見えて発表を聞いている感じがした」と

いう意見もあり，興味を持った学生も多かった．また評

価が下がった点として「音声の乱れがあり，聞こえにく

かった」が最も多かった．そのため，音声デバイスを改

善することにより有効な学習ができ，評価結果も大きく

変わると考えている． 
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４．まとめ 

 チャットと映像を組み合わせた学習方式はチャットの

みで学習を行なう場合に比べ，学習効果が高くなる結果

を得ることができた．しかし，評価対象の人数が少ない

ため，今後，ＳＴゼミⅡＢ以外にも同じアンケートを行

ったゼミが複数あるため，アンケート分析を行い，比較

項目を増やし，評価を行っていく． 

特に，今回のアンケートで問題となった“映像を用い

た発表方法”を改善させる必要がある．また，教材提供

方法としてＲ編集ＳＷを用いたが有効性について評価し

ていないためアンケートを行い，分析を行なう．特に対

面授業と比べてどの点が有効なのか重点的に評価を行っ

ていく必要があると考えている． 
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